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発
行
日

令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日

題

字

陸
軍
大
将

一
戸
兵
衛

発
行
者

太
郎
坊
宮
社
務
所

東
近
江
市
小
脇
町
二
二
四
七
番
地

赤
神
山

（
あ
か
が
み
や
ま
）

赤
神
山
と
は
、
太
郎
坊

大
神
様
が
お
鎮
ま
り
に

な
る
近
江
国
高
天
原
、

す
な
わ
ち
太
郎
坊
山
の

御
名
で
す
。

↑太郎坊宮HP↑

ご
挨
拶

太
郎
坊
・
阿
賀
神
社
宮
司

奥
田
素
之

輝
く
新
玉
の
年
を
前
に
、
崇
敬
者
各
位
に
は

愈
々
ご
清
祥
の
御
事
と
存
じ
ま
す
。

来
る
令
和
四
年
は
、
当
神
社
の
創
始
と
も
関

わ
り
深
い
聖
徳
太
子
様
の
薨
去
よ
り
一
四
〇
〇

年
を
数
え
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
と
し
、
当
神
社

と
同
じ
く
聖
徳
太
子
伝
承
を
有
す
る
近
隣
十
社

寺
が
協
同
し
、
そ
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

数
あ
る
聖
徳
太
子
様
の
偉
業
の
中
で
も
『
十

七
条
憲
法
』
制
定
は
特
に
高
名
な
も
の
で
す
。

第
一
条
の
「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」
は
、

調
和
の
大
切
さ
を
説
い
た
も
の
と
し
て
良
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
『
十
七
条
憲
法
』
全
文
を
通

観
す
る
と
、
時
を
越
え
た
聖
徳
太
子
様
が
、
我
々

に
「
人
の
道
」
を
指
し
示
し
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
第
九
条
は
「
ま
こ
と
は
こ
れ
、
義
の

本
な
り
。
事
ご
と
に
ま
こ
と
有
れ
（
誠
実
こ
そ

正
義
の
根
本
で
あ
る
。
何
事
に
も
誠
実
で
あ
り
な

さ
い
）
」
と
諭
し
ま
す
。
次
の
第
十
条
は
「
こ
こ

ろ
怒
り
を
絶
ち
、
お
も
て
怒
り
を
棄
て
、
人
の
違

う
を
怒
ら
ざ
れ
」
か
ら
始
ま
り
、
無
用
な
怒
り
を

抱
く
こ
と
を
戒
め
ま
す
。
併
せ
て
、
他
人
の
意
思

や
意
見
を
尊
重
し
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
振
る
舞

う
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
す
。
更
に
は
「
自
分
が
優

れ
て
い
る
わ
け
で
も
、
他
人
が
劣
っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。
共
に
人
で
あ
り
、
優
劣
な
ど
存
在
し

な
い
。
お
互
い
に
秀
で
た
部
分
と
苦
手
な
部
分
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
お
互
い
に
誤
り
が
無
い
か
を

振
り
返
る
心
掛
け
が
大
切
だ
」
と
続
く
の
で
す
。

こ
の
条
文
に
限
ら
ず
『
十
七
条
憲
法
』
は
、
私

た
ち
が
心
に
留
め
お
く
べ
き
事
柄
で
満
ち
満
ち
て

い
ま
す
。
聖
徳
太
子
様
に
縁
深
い
一
四
〇
〇
年
の

節
目
の
年
に
こ
そ
、
示
さ
れ
る
「
人
の
道
」
を
省

み
、
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
「
思
い
や
り
の
心
」
を
取

り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

令
和
四
年
は
寅
年
。
力
強
く
、
し
な
や
か
で
美

し
い
虎
が
司
る
一
年
で
す
。
目
指
す
べ
き
も
の
へ

た
だ
ひ
た
す
ら
駆
け
抜
け
る
虎
の
如
く
、
思
い
を

定
め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

❖
所
蔵
名
品
紹
介
⑩

『
ま
た
ら
唐
津
水
指
』
（
伝
来
不
詳
）
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社

務

日

誌
（
抄
）

参
集
殿
日
誌
（
抄
）

お
祭
り
・
神
事
の
ご
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、

滋
賀
県
に
緊
急
事
態
宣
言
・
蔓
延
防
止
等
重
点
措

置
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
一
部
内
容
を
変

更
し
て
行
い
ま
し
た
。

❖

千
日
大
祭

祭
事
の
内
容
を
一
部

縮
小
し
、
実
施
し
ま
し

た
。
清
い
音
色
で
災
い

を
払
う
「
ふ
う
り
ん
飾

り
」
も
数
多
く
の
奉
賛

を
頂
き
、
涼
や
か
な
音

が
境
内
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

恒
例
の
奉
納
花
火
は

い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
回

避
の
た
め
、
昨
年
同
様

サ
プ
ラ
イ
ズ
か
つ
短
時

間
で
の
催
し
と
な
り
ま

し
た
。
神
様
の
御
心
を

御
慰
め
申
し
上
げ
る
べ

く
、
崇
敬
者
の
方
々
か

ら
奉
げ
ら
れ
た
花
火
が

夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

❖

時
計
台
完
成

愛
知
県
・
丸
徳
産
業
株
式
会
社
様
等
よ
り
、
中

腹
駐
車
場
祈
祷
殿
脇
の
丘
陵
地
に
時
計
台
を
奉
納

頂
き
ま
し
た
。
同
社
久
納
昇
辰
会
長
（
当
神
社
責

任
役
員
）
に
対
し
て
は
、
今
回
の
奉
納
及
び
積
年

の
顕
著
な
功

労
・
功
績
を

特
に
顕
彰
し
、

神
社
本
庁
よ

り
特
別
功
労

章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

❖

木
製
鳥
居
完
工
奉
告
祭

か
つ
て
立
ち
並
ん
だ
参
道
鳥
居
再
興
を
目
指
し
、

皆
様
に
寄
進
を
お
願
い
致
し
た
「
木
製
造
鳥
居
」

完
工
に
伴
う
奉
告

祭
を
行
い
ま
し
た
。

建
立
さ
れ
た
鳥
居

の
清
祓
を
行
い
、

奉
納
者
各
位
に
尚

一
層
の
御
加
護
が

あ
る
よ
う
、
祈
願

し
ま
し
た
。

七

月

七
夕
祭

合
祀
祭

献
茶
祭

千
日
大
祭

木
製
鳥
居
第
一
期
完
工
奉
告
祭

東
近
江
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

例
会

女
子
硬
式
野
球
チ
ー
ム

東
近
江
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
様

全
日
本
選
手
権
大
会
必
勝
祈
祷

八

月

時
計
台
地
鎮
祭

九

月

抜
穂
祭

観
月
祭

十

月

近
江
の
聖
徳
太
子
魅
力
発
信
事
業

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
十
一
社
寺

霊
跡
御
朱
印
巡
り

開
始

三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事

参
拝

東
近
江
市
観
光
協
会
様

役
員
研
修
会

東
近
江
青
年
会
議
所
様

例
会
・
研
修
会

木
製
鳥
居
第
二
期
完
工
奉
告
祭

小
寺
裕
雄
衆
議
院
議
員

参
拝

東
近
江
市
民
泊
事
業
者
様

現
地
研
修
会
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東
近
江
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
、
社
会
人
女
子

硬
式
野
球
チ
ー
ム
・
東
近
江
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
。

そ
の
選
手
団
が
太
郎
坊
宮
を
参
拝
し
、
必
勝
祈

願
を
さ
れ
ま
し
た
。
特
大
の
勝
守
を
手
に
携
え
て

挑
ま
れ
た
「
全
日
本
女
子
硬
式
野
球
選
手
権
大
会
」

で
は
、
同
大
会
チ
ー
ム

最
高
位
と
な
る
３
位
と

い
う
結
果
を
残
し
、
見

事
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
か
ら
本

格
的
に
活
動
を
開
始
さ

れ
、
地
域
に
根
付
い
た

チ
ー
ム
と
し
て
親
し
ま

れ
る
東
近
江
バ
イ
オ
レ
ッ

ツ
。
益
々
の
躍
進
を
お

祈
り
し
ま
す
！

頑
張
れ
！

東
近
江
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
！

❖

太
郎
坊
宮
前
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

近
江
鉄
道
・
太
郎
坊
宮

前
駅
の
改
修
工
事
が
終
わ

り
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
駅
舎
お
よ
び
ロ
ー

タ
リ
ー
の
整
備
に
よ
り
、

利
便
性
も
向
上
。
当
神
社

参
拝
の
表
玄
関
と
し
て
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

❖

Ｊ
Ｃ
活
動
に
協
賛
し
て
い
ま
す

地
域
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
東
近
江
青
年
会
議
所

（
通
称
Ｊ
Ｃ
）
に
協
賛
し
、
グ
ッ
ズ
製
作
や
協
働

活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

↓
当
社
で
行
わ
れ
た
女
子
ア
ス

リ
ー
ト
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

↑
コ
ラ
ボ
キ
ャ
ラ
グ
ッ
ズ

←
当
社
が
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト

の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
。
ア

プ
リ
で
参
加

で
き
ま
す
。

日
本
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

レ
ッ
ド
ハ
リ
ケ
ー
ン
ズ
様

必
勝
祈
祷

滋
賀
県
神
社
庁
八
日
市
支
部
様

大
麻
神
札
暦
等
頒
布
始
祭

有
村
治
子
参
議
院
議
員

参
拝

十
一
月

秋
季
敬
神
講
社
大
祭

太
郎
坊
宮
前
駅
竣
工
式
典

一
願
成
就
社
報
恩
祭

東
近
江
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
様

女
子
ア
ス
リ
ー
ト

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
イ
ベ
ン
ト

献
菊
祭

東
近
江
ち
い
さ
な
た
び
い
ち

特
別
な
お
ま
も
り
づ
く
り
体
験

注
連
縄
奉
製
式

新
嘗
祭

朝
日
放
送
テ
レ
ビ
様

「
相
席
食
堂
」
取
材

十
二
月

お
火
焚
大
祭

東
近
江
プ
レ
ミ
ア
・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
ツ
ア
ー
様

体
験
講
座

師
走
大
祓
式

除
夜
祭

毎
月

十
五
日

古
神
札
等
焼
納
祭

二
十
三
日

月
次
祭

二
十
八
日

赤
神
不
動
尊
月
次
祭
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ま
た
、
聖
徳
太
子
伝
承
を
有
す
る
近
隣
十
一
社

寺
に
よ
る
「
ご
朱
印
巡
り
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。

巡
拝
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
頂
く

こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
さ
っ
そ
く

多
く
の
方
々
が
足
を

運
び
、
地
域
で
語
り

継
が
れ
る
「
聖
徳
太

子
伝
承
」
に
思
い
を

馳
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

↑
当
社
で
授
与
中
の
ご
朱
印

←
東
近
江
と

聖
徳
太
子

パ
ン
フ
。

か
わ
い
い

ネ
コ
達
が

教
え
て
く

れ
ま
す
！

⇒
こ
こ
か
ら
見

ら
れ
ま
す
。

❖

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、

近
江
聖
徳
太
子
魅
力
発
信

事
業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

当
時
、
国
家
国
民
の
た
め
の
寺
院
建
立
を
計
画

し
て
い
た
聖
徳
太
子
は
、
大
寺
院
に
相
応
し
い
瓦

を
焼
成
す
べ
き
良
地
を
求

め
て
出
立
。
最
終
的
に
東

近
江
の
瓦
屋
禅
寺
（
下
写

真
）
へ
辿
り
着
か
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
隣
接
す
る
山

か
ら
尊
い
神
様
の
気
配
を

感
じ
取
っ
た
聖
徳
太
子
は

「
こ
の
山
に
坐
す
神
こ
そ

人
々
を
守
護
す
る
神
だ
」
と
感
得
。
祈
願
を
す
る

た
め
に
山
を
登
り
続
け
ま
す
。
頂
上
に
至
っ
た
聖

徳
太
子
は
持
参
し
た
香
を
焚
き
、
神
に
祈
り
を
さ

さ
げ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
神
こ
そ
が
太
郎
坊

大
神
で
あ
り
、
当
神
社
の
起
源
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
四
年
か
ら
東
近
江
地
域
一
帯
で
始
ま
る

「
近
江
聖
徳
太
子
・
魅
力
発
信
事
業
」
。
本
番
に

さ
き
が
け
た
事
前
イ
ベ
ン
ト
が
、
十
月
一
日
よ
り

始
ま
り
ま
し
た
。
当
神
社
で
は
聖
徳
太
子
の
威
徳

を
現
す
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
。

事
業
の
幕
開
け
を
広
く
知
ら
し
め
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
初
日

に
は
三
日
月
滋
賀
県
知

事
が
視
察
を
兼
ね
て
参

拝
さ
れ
、
魅
力
発
信
事

業
の
概
要
を
宮
司
が
説

明
。
地
域
の
発
展
に
資

す
る
よ
う
、
当
神
社
も

力
を
尽
く
す
こ
と
等
を
お
約
束
し
ま
し
た
。

聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
祭
の
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

‐
第
二
回
‐

連
載

聖
徳
太
子
と
東
近
江



勝利と幸福を授ける神 太郎坊・阿賀神社報『赤神山』

（5）

地
産
地
消
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
お
菓
子
作
り
を

さ
れ
て
い
る
東
近
江
市
の
「
工
房
し
ゅ
し
ゅ
」
。

福
祉
作
業
所
の
利
用
者
支
援
に
力
を
尽
く
し
て

お
ら
れ
る
同
工
房
と
当
神
社
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り

「
太
郎
坊
さ
ん
の
黒
豆
せ
ん
べ
い
」
が
完
成
し

ま
し
た
！

開
運
厄
除
の

食
材
と
し
て
知

ら
れ
る
黒
豆
を

使
用
し
た
少
し

甘
い
ク
ッ
キ
ー

風
の
せ
ん
べ
い

で
す
（
箱
一
二
〇
〇
円
、
袋
七
〇
〇
円
）
。

❖
福
祉
作
業
所
の
利
用
者
さ
ん
た
ち
が
手
作
業
で

一
枚
一
枚
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
！

◆
む
す
び
ま
も
り

各
一
五
〇
〇
円

縁
起
が
良
い
「
水
引
の
飾

り
結
び
」
と
、
幸
せ
を
招
く

パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
を
組
み
合

わ
せ
た
お
守
り
で
す
。
願
い

事
別
に
、
石
の
色
が
異
な
り

ま
す
。

※
十
二
月
上
旬
よ
り

授
与
開
始
予
定
。

全
六
種
。

◆
勝
武
御
守

一
〇
〇
〇
円

太
郎
坊
宮
の
神
様
一
番
の
御
利
益
「
勝
」
の

お
守
り
で
す
。
心
身
と
も
に
鍛
え
ら
れ
、
勝
利

を
得
ら
れ
る
よ
う
祈
願
し
ま
し
た
。

今
号
表
紙
は
、
当
神
社
所
蔵
の
水
指
で
す
。

水
指
と
は
茶
席
に
欠
か
せ
な
い
浄
水
を
貯
え
て

お
く
容
器
で
、
本
品
は
箱
に
『
ま
た
ら
（
＝
ま

だ
ら
）
唐
津
水
指
』
の
貼
り
札
が
あ
り
ま
す
。

白
濁
釉
の
上
か
ら
無
造
作
に
掛
け
ら
れ
た
黒
釉

が
「
ま
だ
ら
」
の
名
前
の
所
以
で
す
。
佐
賀
県

唐
津
の
焼
物
で
、
幾
分
古
作
の
よ
う
で
す
が
詳

細
は
不
明
で
す
。
形
状
は
不
均
衡
な
楕
円
形
で
、

こ
れ
は
円
筒
状
に
成
形
し
た
後
、
四
方
か
ら
力

を
加
え
て
作
為
を
持
た
せ
た
た
め
で
す
。
表
面

に
残
る
大
き
な
窪
み
は
、
力
を
加
え
た
時
の
指

跡
で
し
ょ
う
。
添
え
ら
れ
た
漆
塗
り
の
蓋
は
、

本
品
独
特
の
形
状
に
合
わ
せ
て
特
別
に
誂
え
ら

れ
た
も
の
で
す
。
定
期
公
開
。

表

紙

解

説

太
郎
坊
さ
ん
の
黒
豆
せ
ん
べ
い

新
登
場
で
す
！

新
し
い
授
与
品
の
ご
紹
介

参
集
殿
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

営
業
再
開
し
ま
し
た

見
晴
ら
し
最
高
の
参
集
殿

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が
お
菓
子
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
一
年
半

ぶ
り
に
営
業
再
開
。
お
参
り

の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

※
土
日
祝
日
の
み
の
営
業
で
す
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❖

寄
付
金
額
・
口
数

・
ご
芳
志

※
寄
付
の
金
額
や
回
数
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん

❖

お
申
し
込
み
方
法

・
太
郎
坊
宮
内
の
各
受
付
所

ま
た
は

・
左
記
の
金
融
機
関
口
座
へ
の
ご
送
金

❖

寄
付
金
受
け
付
け
口
座

・
滋
賀
銀
行

八
日
市
支
店

普
通

8
4
3
6
9
4

宗
教
法
人
阿
賀
神
社
（
ア
ガ
ジ
ン
ジ
ャ
）

❖

そ
の
他

・
ご
寄
付
を
頂
い
た
方
は
神
庫
収
蔵
台
帳
に

記
名
の
う
え
、
永
久
保
管
致
し
ま
す

・
金
一
万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
頂
い
た
方
は
、

境
内
に
お
名
前
を
掲
示
致
し
ま
す

❖

お
問
い
合
わ
せ
先

〒5
2
7
-
0
0
9
1

滋
賀
県
東
近
江
市
小
脇
町2

2
4
7

番
地

太
郎
坊
宮
社
務
所
内

『
令
和
の
大
整
備

基
金
事
務
局
』

T
E
L
:0
7
4
8
-
2
3
-
1
3
4
1

F
A
X
:0
7
4
8
-
2
5
-
0
7
8
7

登

録

有

形

文

化

財

保
存
修
復
事
業
基
金

勝
利
と
幸
福
を
授
け
る
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
る
太
郎
坊
宮
。
そ
の
信
仰
は
非
常
に
古
く
、

人
々
は
一
四
〇
〇
年
以
上
も
前
か
ら
こ
の
地
で
神
様
を
祀
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
「
太

郎
坊
信
仰
」
が
広
が
り
を
見
せ
、
多
く
の
崇
敬
者
が
競
っ
て
参
拝
に
訪
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

現
存
す
る
太
郎
坊
宮
の
建
造
物
は
、
こ
う
し
た
歴
史
を
経
て
今
に
伝
わ
る
も
の
で
す
。
そ
の
価
値
が

認
め
ら
れ
、
平
成
三
十
年
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
太
郎
坊
宮
の
歴
史
を
物
語
る
文
化
財
建
造
物
を
末
永
く
維
持
し
、
保
存
活
用
す
る
た
め
に

創
設
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
「
令
和
の
大
整
備
」
基
金
で
す
。

本
基
金
は
皆
様
か
ら
寄
付
さ
れ
た
浄
財
を
積
み
立
て
る
こ
と
で
、
太
郎
坊
宮
の
建
造
物
を
、
こ
の
先

何
世
紀
に
も
亘
っ
て
伝
え
残
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
御
神
縁
深
き
各
位
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。



太
郎
坊
宮
の
神
様
に
お
願
い
事
を
し
て
、
そ
れ
が

叶
っ
た
と
き
・
・
・
。

「
神
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
か
―
―

神
様
へ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の

思
い
を
お
伝
え
す
る
こ
と
を
、
お
礼
参
り
と

い
い
ま
す
。

真
心
を
込
め
て
お
礼
を
す
る
と
、
神
様
に

あ
な
た
の
気
持
ち
が
届
く
は
ず
。

そ
の
思
い
を
込
め
、
太
郎
坊
宮
の
神
様
が

お
使
い
に
な
る
品
々
を
さ
さ
げ
て
い
た
だ
く

ご
案
内
で
す
。

◆
狛
犬
（
こ
ま
い
ぬ
）

神
域
の
守
護
者
。
石
造
。
ご
希
望
の
お
名
前
を

彫
刻
し
ま
す
。
一
基

三
十
八
万
円
で
す
。

◆
燈
篭
（
と
う
ろ
う
）

御
明
か
り
を
捧
げ

ま
す
。
石
造
。
ご
希

望
の
お
名
前
を
彫
刻

し
ま
す
。
一
基
三
十

五
万
円
。

◆
玉
垣
石
（
た
ま
が
き
い
し
）
神
域
の
境
界
。

石
造
。
お
名
前
を
彫
刻
し
ま
す
。
五
万
円
。

◆
三
方
（
さ
ん
ぼ
う
）
・
土
器
（
ど
き
）
類

神
様
が
お
使
い
に
な
る
食
膳
器
台
な
ど
。

お
名
前
を
筆
記
し
ま
す
。
五
千
円
よ
り
。

◆
御
鏡
餅
（
お
か
が
み
も
ち
）
新
年
を
祝
し
て
、

神
様
へ
奉
る
お
鏡
餅
。
三
千
円
よ
り
。

◆
神
酒
（
お
み
き
）
神
様
が
召
し
上
が
る
お
酒
。

二
千
円
よ
り
。

◆
日
供
（
に
っ
く
）
毎
朝
、
神
様
へ
祈
り
と
共
に

奉
げ
る
お
食
事
。
年
間
一
万
二
千
円
。

◆
献
灯
（
け
ん
と
う
）

毎
夜
、
神
様
へ
さ
さ

げ
る
清
火
の
明
か
り
。

四
千
五
百
円
よ
り
。

※
記
載
品
目
以
外
で
の

奉
納
も
承
り
ま
す

「
神
験
即
現
（
し
ん
げ
ん
そ
く
げ
ん
、

尊
い
御
利
益
が
す
ぐ
に
現
れ
る
」
と
し
て

讃
え
ら
れ
る
太
郎
坊
大
神
様
の
ご
加
護
を

願
わ
れ
る
方
の
た
め
、
毎
日
ま
た
は
毎
月
、

神
主
が
ご
祈
祷
を
致
し
ま
す
。

◆
毎
日
祈
祷
（
ま
い
に
ち
き
と
う
）

神
主
が
毎
朝
ご
祈
祷
を
し
、
大
神
様
の

ご
加
護
が
あ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

※
年
間
の
祈
祷
料
・
三
万
六
千
五
百
円
。

◆
毎
月
祈
祷
（
ま
い
つ
き
き
と
う
）

神
主
が
毎
月
ご
祈
祷
を
し
、
大
神
様
の

ご
加
護
が
あ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

※
年
間
の
祈
祷
料
・
一
万
二
千
円
。
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毎
月
祈
祷

毎
日
祈
祷

ご
案
内

―
神
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
し
て
―

各

種

奉

納

の

ご

案

内
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新

春

は

つ

も

う

で

の

ご

案

内

十
二
月
三
十
一
日
二
二
時
～

〇
時
迄

一
月

一
日

〇
時
～
十
九
時
頃

二
日

八
時
～
十
八
時
頃

三
日

八
時
～
十
八
時
頃

四
日

八
時
～
十
七
時
頃

五
日

八
時
～
十
七
時
頃

①
本
殿

※
お
参
り
の
み
（
各
種
祈
祷
は
拝
殿
）

②
拝
殿

※
各
種
ご
祈
祷
・
受
付
は
こ
ち
ら

③
参
集
殿
（
団
体
ご
祈
祷
・
ご
朱
印
等
）

④
祈
祷
殿
（
ご
祈
祷
・
お
ま
も
り
等
）

第
一
駐
車
場
（
お
手
洗
い
）

⑤
授
与
所
（
お
ま
も
り
・
お
み
く
じ
等
）

⑥
第
二
駐
車
場
（
新
設
）

⑦
第
三
駐
車
場
（
寺
前
）

⑧
第
四
駐
車
場
（
参
道
登
り
口
）

⑨
第
五
駐
車
場
（
参
道
登
り
口
手
前
）

⑩
第
六
駐
車
場
（
神
田
前
）

⑪
第
七
駐
車
場
（
近
江
鉄
道
駅
前
）

感
染
症
を
防
ぐ
た
め
に

❖

混
雑
緩
和
の
た
め
、
ご
祈
祷
の
受
付
場
所
を
変
更
し
ま
す
。

本
年
は
、
本
殿
で
は
な
く
拝
殿
で
ご
祈
祷
を
行
い
ま
す
。

❖

混
雑
緩
和
の
た
め
、
各
所
で
一
方
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。

警
備
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

❖

山
道
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
の
瓦
屋
寺
Ｔ
字
路
よ
り
先
は
、
相
互

通
行
で
す
。
対
向
車
に
ご
注
意
下
さ
い
。

❖

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
お
方
の
お
参
り
は
ご
遠
慮
下
さ
い
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

❖

神
社
が
行
う
対
策

①
職
員
の
検
温
・
体
調
検
査

②
職
員
の
マ
ス
ク
着
用

③
手
指
消
毒
液
の
設
置
（
各
所
）

④
空
気
除
菌
剤
の
設
置
（
各
所
）

⑤
空
気
清
浄
機
の
設
置
（
室
内
）

⑥
案
内
に
よ
る
感
染
症
対
策
の
啓
発

⑦
手
水
柄
杓
・
鈴
緒
の
撤
収

⑧
時
期
を
ず
ら
し
た
お
参
り
の
推
奨

※
十
二
月
二
十
五
日
～
一
月
十
五
日
ま
で

初
も
う
で
特
別
対
応
を
実
施
予
定

❖

初
も
う
で
に
お
越
し
の
皆
様
へ
、
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
対
策

①
体
調
不
良
の
時
は
、
出
か
け
な
い

②
マ
ス
ク
を
つ
け
て
、
出
か
け
る

③
大
き
な
声
で
会
話
を
し
な
い

④
他
の
人
と
十
分
な
距
離
を
保
つ

⑤
手
指
消
毒
液
を
積
極
的
に
使
う

⑥
お
守
り
は
、
購
入
す
る
物
だ
け
触
る

⑦
お
参
り
の
時
期
を
ず
ら
す

（
十
二
月
二
十
五
日
～
一
月
十
五
日
頃
）

年
始
の
受
付
時
間

施
設
案
内
（
下
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）


